


〔１〕 次の計算をしなさい。
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-1-



〔２〕 次の問いに答えなさい。

     
     を因数分解しなさい。

  関数  について，の値がからまで増加するときの変化の割合

はである。の値を求めなさい。
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〔３〕 次の問いに答えなさい。



  図のような点を中心とする円があります。

，のとき，の大きさを求めなさい。

  図のように，の長方形があります。その中に互いに外

接し，各辺に接している半径が等しいつの円があるとき，つの円の中

心間の距離を求めなさい。
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〔４〕 次のように数の書かれた６枚のカードが箱の中に入っています。

     

次の問いに答えなさい。

 カードを枚取り出すとき，そのカードの数が偶数となる確率を

求めなさい。

 カードを枚ずつ取り出して，枚目を十の位，枚目を一の位として

数をつくるとき，その数が素数となる確率を求めなさい。

 カードを枚ずつ取り出して，枚目を百の位，枚目を十の位，枚目を

一の位として数をつくるとき，その数がの倍数となる確率を求めなさい。
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〔５〕 点を  ，



 のグラフ上の座標がである点を，軸上の点

の座標をとします。点を通り，軸に平行な直線と，



 との交点を，

座標の小さい方から点，とします。

次の問いに答えなさい。

  のとき，△の面積を求めなさい。

 △△のとき，点の座標を求めなさい。
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〔６〕 図のように四角のマス目の中に１を中心として，反時計回りに…と記

入していくとき，記入した数の行に書かれている数の和を考えます。例えば，

まで記入したとき，を記入した行に記入されている数の和は

となります。

次の問いに答えなさい。

  まで記入したときに，を記入した行に記入されている数の和を

求めなさい。

  まで記入したときに，を記入した行に記入されている数の和を

求めなさい。
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〔７〕 図のように中心がで，を直径とする半円があります。周上に

，となるように点をとります。また，

 直線の延長と直線の延長の交点をとします。

次の問いに答えなさい。

  の大きさを求めなさい。

  の大きさを求めなさい。

  とするとき，三角形と四角形の面積比を

を用いて表しなさい。
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〔８〕 図のような辺の長さがの正三角形を底面とする高さの三角柱

があります。のとき，次の問いに答えなさい。

  △の面積を求めなさい。

  △の面積が△の面積の倍になるとき，の長さを求めなさい。

    のとき，立体の体積を求めなさい。
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